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1アメリカにおける特殊教育の現状
―  現場の視点から  ―




























































•   十分な情報を得た上での意思決定を実現するために生徒評価データを活用
•   カリキュラムへの参加およびアクセスの重視
•   基準に基づく指導によって、当該学年レベルの内容を学習する機会の増加
•   個別教育計画（IEP）の、当該学年レベルの学習内容とのつながり向上
•   障害をもつ生徒の普通学級への参加の増加
•   研究に基づく“ベスト・プラクティス”の活用増加










































































































































ンライン「目標データベース」を作成した。FCPSのオンライン IEPシステムは、SEA-STARS（Special Education 
Administrative System for Targeting and Reporting Successの略）という名前で、目標データベースは、この総合シス
テムの構成要素の一つである。SEA-STARSの目的は、生徒の IEPを電子フォーマットで保管することにより、コミュ
ニケーションと指導を向上させることである。また、IEPの法的要件を満たすとともに、州および連邦の規定通り
にデータ報告を行うために役立つ。
　SEA-STARSは、IEPミーティングで作成される IEPをプロジェクターのスクリーンで見ることができるという
理由で生徒の親にも好評である。また、生徒の親やその他の IEPチームメンバーも話題に集中しやすく、誤解を防
ぐためにも役立つ。生徒の親は IEPのコピーを持ち帰ることができる。
　教職員にとっての SEA-STARSのメリットには次のようなものがある。
●　IEP の作成は、特に新人の教師にとっては複雑で混乱しやすいが、電子システムによりその作成が容易になる。
●　複数の教師やサービスプロバイダーが、各生徒の目標や必要な教室での配慮などについての情報にオンライン
でアクセスできる。
●　タイムリーで正確な情報収集と報告が可能になる。
●　通常教育カリキュラムに沿った目標のデータバンクにオンラインでアクセスできる。これにより教師は以下が
可能になる。
　・　以下の点を達成するための指導計画を立てる。
　　　- NCLB の目標を満たす。
　　　- 統合環境における教育成果を増加させる。
　　　- 通常教育カリキュラムの授業プランおよび教材と関連させる。
　　　- 障害のある生徒の通常学級への参加を促進する。
　・　IEP を作成する。
　・　生徒のパフォーマンスに照準を当てる。
　・　親宛ての経過報告書を印刷する（読みやすい）。
●　IEP の期限および提供されるサービスについて常に把握できる。
●　指導チーム（機密保持の要求事項を満たすための適切なセキュリティーを確保）は、IEP を共同で作成すると
ともに、成績および進歩の状況についての情報を共有できる。
　新しいオンライン SEA-STARSシステムにより、教師は、電子的手段によって、データベースにデータをインプッ
ト、編集、コピー、保存することができるようになった。最新の IEPおよび過去の書類とも、許可された FCPSの
スタッフのみアクセスできる。SEA-STARSシステムは、すべての IEPと関連書類を保存するように設計されており、
そのため、FCPSでの教育期間中の各生徒の包括的な成長記録が作成できる。
　また、SEA-STARSは、学校管理者に以下のようなメリットを提供する。
●　データに基づいた経営上の決定を容易にする。
●　連邦および州のデータ報告要件を満たす。
●　障害の数や種類、クラス分け、提供されるサービスの種類などの情報がシステム全体に保管される。
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7●　特殊教育指導スタッフの配置のためのプラットフォームを提供する。
●　書類仕事が減ることにより、教員や管理者が効率的・効果的に仕事を行える。
　重要なことであるが、生徒の機密情報のプライバシーを保護するため、情報の管理および報告は安全な環境で行
われている。
結論／要約
　政府の政策、大学の研究、親の擁護・支持、教育者および実務者による革新は、米国における障害のある生徒に
対する公教育を変えた。障害のある生徒が、障害にかかわらず、優秀な成績をおさめ、自立した生産的な生活を送
り成功を収めることはもはや珍しいことではない。我々の分野には多くの課題が残っているが、教育分野の仕事は
非常に刺激的であり、やりがいがある。
アメリカにおける特殊教育の現状
